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AI、RPA、BI、IoT、ブロックチェーンなどの活用が
進む中、企業活動のあらゆる場面でデジタル
データの蓄積が加速しています。顧客向けサービ
ス、人事情報・評価、製品・サービスなど、多様
な情報がデータベースに集約される一方で、蓄
積されるデータの質が十分でなければ、各種テ
クノロジーを活用しても期待する成果にはつなが
りません。競争優位性の獲得やビジネスモデル
の変革を実現するためには、データの「質」を確
保することが重要です。

データガバナンスが不十分な場合、ルールプロセ
スの観点では、標準化の欠如、不完全なデータ
収集、また知識・スキルの件では、人的エラー、
研修不足、IT/システムの観点では旧式システム
の使用、不十分なデータ統合など、さまざまな
要因によってデータ品質が低下するリスクがあり
ます。こうしたリスクを低減するためには、データガ
バナンスの枠組み整備が重要です。

AI活用で競争優位と企業価値向上を実現す
るには、データの質を継続的に担保する実効
的なデータガバナンスが不可欠です
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データの質がなぜAI活用のキーとなるのか

データガバナンスの典型的な課題



デロイト トーマツでは、データガバナンスの全体像
を、戦略・統制・プロセス・組織／人材・技術・
品質の6つの観点から整理します。
例えば戦略においては、データ・AI活用とガバナ
ンスの基本方針を経営として定義し、その方針
を意思決定や企業価値向上に反映すること、
プロセスでは、データおよびAIのライフサイクル全
体において、判断・引き継ぎ・品質確保を業務
プロセスに組み込み、継続的に運用することが
求められます。
これらの観点を網羅することで企業価値向上を
支える実効的なデータガバナンスの実現につな
げます。

データガバナンスの評価は3ステップで実施します。
まず現行のデータ管理態勢を踏まえ、既存規
程や業務プロセスに関する資料閲覧および関
係者インタビューを通じて、現状把握を行います。
次に、評価領域・評価項目を整理し、関連資
料の確認や必要に応じた対象部門へのインタ
ビューを通じて、データ管理態勢にかかる課題を
網羅的に抽出します。
最終的に、評価結果を踏まえて発見事項を整
理し、改善提言を取りまとめた報告書をご提示
します。
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データ品質とAI利活用を支える6つの観点

データガバナンス評価サービスの概要
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